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操作要領 第 2条 (操作の目的)
11:|

|(1 言

轟ま曇恣彗ヽ豪ころから

鐘もヽ逢こらξこ
―
疲象てtヽきます

より浩億ります

‐‐――‐ 纂 :」 轟〈穣
'メ
蓼す

|

守本jllのな篠(辮轟織‐)が
‡薫:|:又は下求霧轟漱1裁||(轟筆撞}

,|‐
 . ・   _■  

‐ ~_=

´

ｔ健
」Ｌ

F‐ 薔1_二
=彗
■-11L:



暴竃iζ 燿́ 恭翼 :::琴薫 :1菫繕=二島
{■

・流域全体に雨域がある場合、

本川の水位上昇と排水路の水

位上昇のタイミングがほぼ同

じ
。上流域の雨が多tヽ場合は外水

位が必ず上昇するため住宅地

が浸水する前にゲー トの開操

作が必要
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○樋門の本川側水位が支川個の無害水位以下の場合

li重間の支川側水位が本川側の水位を上回り、順流が確認された場合は全開
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樋門の本川側水位が支川側の水位を上回り、逆流が確認された場合は全闘
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○樋門の本川癬水位が支川個の無害水位以上の場合

本川側の水位が支川側の無害水位〔支川堤防高、地盤高等)に達し、さらに上昇す

るおそれがある場合は、順流Xであってもゲートを全閉する。

※逆流の場合は、「本川癬水位が支川機の無害蒸位以下の場合」において、既にゲートは全閉状態

本川偽 支川側

条害水位
(支川堤賄高、支川河岸高年 )
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水金の
実上がり

支川側

無讐水位

・流域全体に雨域がある場合、本川の水位上昇と排水路の水位上昇のタイミングが同時になる場

合がある
。住宅地側で浸水が始める前に、その氾濫した水が本川の水によるものか、排水路の水によるも

のかを確認するため、排水路から水があふれる前にゲートを開めて水位の上がりかたをみる

⇒ 獲襲翌日確

‐11 ‐‐・ |‐  ・.       =‐ で、本川と排水路の水位上昇が同じ場
合は排水路から水があふれる前にゲートを開めて水位の上がりかたをみる。
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○ ゲートの部分閉扉 (パーシャル操作)による順流の確認

本川側及び支川側の水位が共上がりする場合、目視による流向の判別が困難である場

合が多い。この場合には、ゲートを敷高から20～ 30omまで部分閉扉し、ゲート付近の流速

を上げ、水面の挙動により順流を確認することが可能。

(本川側) (支川側)

暗渠側0ゲートを部分聞難した状態で1ま、ゲート
諄鍛流違が増加し、|■・ |‐ ■| =1‐t舞
いて、下から水面 :こ向かつた流れが発

生するため、 :‐ ' ‐‐・  1  3

■ ‐■ |

0暗渠側における水面の挙動 1ま確認し
難しヽが、木 l ll側 1ま確認できるため、

順流〔支川側一本川側 )を確認すること

(ま可能こ

操作要領

第●条 1■‐・ :=をとっている場合において、次の各号に定めるところにより、樋門を操作

するものとする。

一 本川から排水路への逆流が始まるまでの間においては、経門のゲートを全開してお〈

二 本川から排水路への逆流が始まつたときは、樋門のゲートを全閉する。

三 樋門のゲートを全閉している場合において、樋門の川裏側の水位 (以下「内水位」とい

う。)が樋管の川表側の水位 (以下「外水位」というc)より高くなったときは、これを全開す

るものとする.

2前項の場合においては、|●■■●
=■
■■■三:11=■ ■■三二||_1: :=:~‐■|ものとす

る。

(以下、水門の下流側の水位と水門の上流側の水位の差がほとんどない状態で水位が上

昇し逆流の確認が必要な場合)

3水門の上下流側の水位差がほとんどなく、水位が上昇している状態の場合は、■・  
‐

:■
=‐
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のとする。

4第 5条第四号により機側操作員が退選する際は、ゲートを全閉するものとする。

第●章 操作の方法等
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